
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 学校評価における校内研究の肯定的評価回答100%　 4 年度末の授業観察後の評価にてＡ評価が90％以上

3 学校評価における校内研究の肯定的評価回答80%以上 3 年度末の授業観察後の評価にてＡ評価が80％以上

2 学校評価における校内研究の肯定的評価回答60%以上 2 年度末の授業観察後の評価にてＡ評価が60％以上

1 学校評価における校内研究の肯定的評価回答50%未満 1 年度末の授業観察後の評価にてＡ評価が50％未満

4 学校評価における個々の児童の情報共有に係る肯定的評価回答100% 4 特別支援委員会と生活指導夕会の開催率100%

3 学校評価における個々の児童の情報共有に係る肯定的評価回答80%以上 3 特別支援委員会と生活指導夕会の開催率80%以上

2 学校評価における個々の児童の情報共有に係る肯定的評価回答60%以上 2 特別支援委員会と生活指導夕会の開催率60%以上

1 学校評価における個々の児童の情報共有に係る肯定的評価回答50%未満 1 特別支援委員会と生活指導夕会の開催率50%未満

4 学校評価における特活・学校行事の実施に係る肯定的評価回答100% 4 自己肯定感(i-check)が全国平均以上の児童が100%

3 学校評価における特活・学校行事の実施に係る肯定的評価回答80%以上 3 自己肯定感(i-check)が全国平均以上の児童が80%以上

2 学校評価における特活・学校行事の実施に係る肯定的評価回答60%以上 2 自己肯定感(i-check)が全国平均以上の児童が60%以上

1 学校評価における特活・学校行事の実施に係る肯定的評価50%未満 1 自己肯定感(i-check)が全国平均以上の児童が50%未満

4 定期的ないじめ防止対策委員会の開催率100%以上 4 学校生活アンケート課題解決率100％

3 定期的ないじめ防止対策委員会の開催率80%以上 3 学校生活アンケート課題解決率90％

2 定期的ないじめ防止対策委員会の開催率60%以上 2 学校生活アンケート課題解決率80％

1 定期的ないじめ防止対策委員会の開催率50%未満 1 学校生活アンケート課題解決率70％未満

4 学校評価における規範意識の向上に係る肯定的評価回答100% 4 規律と思いやり(i-check)が全国平均以上の児童が100%

3 学校評価における規範意識の向上に係る肯定的評価回答80%以上 3 規律と思いやり(i-check)が全国平均以上の児童が80%以上

2 学校評価における規範意識の向上に係る肯定的評価回答60%以上 2 規律と思いやり(i-check)が全国平均以上の児童が60%以上

1 学校評価における規範意識の向上に係る肯定的評価回答50%未満 1 規律と思いやり(i-check)が全国平均以上の児童が50%未満

4 学校評価における安全指導に係る肯定的評価回答100% 4 学校評価アンケートにおける学校安全に係る肯定的評価回答100%

3 学校評価における安全指導に係る肯定的評価回答80%以上 3 学校評価アンケートにおける学校安全に係る肯定的評価回答80%

2 学校評価における安全指導に係る肯定的評価回答60%以上 2 学校評価アンケートにおける学校安全に係る肯定的評価回答60%

1 学校評価における安全指導に係る肯定的評価回答50%未満 1 学校評価アンケートにおける学校安全に係る肯定的評価回答50%未満
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学校教育目標

目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

・よく考えて工夫する子　・思いやりがあり助け合う子

・体力のある元気な子　　・ねばり強くやりぬく子

自己実現を目指す学校

自分とひとを大切にできる子

使命感のある教師

分析 改善方策取組指標 成果指標

本年度は運動会を復活させる
ことで、行事に対しての期待
感や達成感をあじわわせ、最
後までやり通すことの大切さ
を伝えられた。

学校行事だけでなく、縦割り
班、委員会、係活動、登校班
などの活動を通して達成感を
味わわせることが大切である
と考える。そのような活動を
工夫して設定していく。

A A

特別支援教育を推進する。
・特別緯線委員会を中心に個々
の児童に合わせた支援のための
個別指導計画を作成し合理的な
配慮のもと体制を整える。

各
教
科
指
導
等

行事だけではなく、他学年
とのコミュニケーションな
ど、とても良いと思う。

いじめを許さない校風の醸成を
めざす。
・いじめ防止方針案に則り、い
じめの早期発見早期解決に取り
組む。

・いじめ防止対策委員会を中心
に教職員全体で取り組み、情報
共有のもと即時対応する。

3 3

年間３回生活アンケートを行
うと共に、いじめ防止対策委
員会を適時開催することで、
いじめの早期発見と迅速な対
応に注力することができた。

学級・学校への満足感がより
高まるよう取り組むと共に、
いじめの未然防止、早期発見
の手立てをさらに充実させ、
工夫していく。 B B

支援の必要な児童に合わせ
た教育は必要だと思う。そ
の対応をしている先生方に
感謝する。

最後までやり通すことのできる
児童を育成する。
・特別活動や学校行事等を通し
て最後まで取り組むことの良さ
を味わわせる。

・年間を通した特別活動（縦割
り班活動、委員会、係活動、当
番活動、登校班）や学校行事を
計画的かつ効率的に実施する。 3 3

・毎月１回以上の特別支援委員
会開催と毎週実施の生活指導夕
回を通して、全教職員への情報
共有を行う。 3 4

特別支援委員会において支援
の必要性とその内容について
協議し、生活指導夕会におい
ては児童についての情報共有
と対応の仕方について共通理
解をもつことができた。

特別支援が必要な児童は増加
傾向にある。児童の目線で支
援の在り方につい協議する必
要があり、支援の仕方にも工
夫が求められる。 B A

・ねらいに対してのまとめと振り
返りを毎時間行うことで、「分か
る・できる」授業を実施する。
・アウトプットを大切にさせる。
・年間３回以上の授業観察を実施
する。

基礎学力の確かな定着のために
主体的・対話的で深い学びを実
現させる授業を行う。

引き続き子供たちの学力定
着のために工夫を重ねて
いってほしい。

BB

　授業改善を行う上で、分か
る授業を意識するあまり、導
入に時間がかかりすぎてしま
い、授業終盤に時間がなく
なってしまうケースがある。
時間配分をしっかりと行って
いく。

・どの授業においてもねらい
とまとめ、振り返りを意識し
て授業を実施している。
・年間３回以上の授業観察を
実施した。
・アウトプットについては、
もう一問が課題。

33

いじめは難しい課題だと思
いますが、よりよい対応を
望みます。
０にすることは難しいが早
期の対応をお願いします。

二寺小の子供たちの自己肯
定感は育っていると思う。
他人との宥和の気持ちは社
会に出ても必要。

B B

自分とひとを大切にする児童を
育てる。
・規範意識や社会性を身に付け
た思いやりのある児童を育成す
る。

・身に付けるべき生活のルール
を全職員で確認し、年間を通し
て段階的に指導していく。

3 3

週目標による生活のきまりを
意識させると共に毎週の朝会
で周知してきた。また思いや
りのある行動を取り上げて称
賛するなど、心を育む取り組
みを行ってきた。

学校教育全般を通して、また
道徳教育において規範意識の
醸成に努めていく。

自分ごとと捉えて訓練を
行ってほしい。

安心・安全な教育環境のある学
校づくりをめざし、自分で自分
の身を守ることのできる児童を
育成する。

・避難訓練やセーフティ教室、
保健指導を通して、自分で自分
を守る意識を高め、実践力を身
に付けさせる。 3 3

避難訓練やセーフティ教室、
保健指導を適切に実施するこ
とで、自分で自分の身を守る
という姿勢を育んでいる。

避難訓練については、様々な
状況を想定して実施する必要
がある。セーフティ教室にお
いては、学年実態に応じたゲ
ストを招聘するなどの工夫が
必要である。

B A

〇令和７年度 学校経営計画における重点内容

・学校教育目標の重点を「思いやりがあり、助け合う子」に置くこととし、道徳科の時間だけでなく本校の学校教育

全体を通して、よりよく生きる力の基盤である「思いやりの心」を育てることを重要課題と設定する。

・今年度、新たな１０１年目のスタートとなる。「百年の思いやり」というテーマを継承しつつも、これからの時代を生き

ていくための「学力の定着」についても課題として、授業改善を推し進める。
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取組目標 具体的方策 分析 改善方策取組指標 成果指標

4 学校評価における組織的な教育活動に係る肯定的評価回答100% 4 学校評価アンケートにおける教育活動に係る肯定的評価回答100%

3 学校評価における組織的な教育活動に係る肯定的評価回答80%以上 3 学校評価アンケートにおける教育活動に係る肯定的評価回答80%以上

2 学校評価における組織的な教育活動に係る肯定的評価回答60%以上 2 学校評価アンケートにおける教育活動に係る肯定的評価回答60%以上

1 学校評価における組織的な教育活動に係る肯定的評価回答50%未満 1 学校評価アンケートにおける教育活動に係る肯定的評価回答50%未満

4 教職員ア「服務研修への取組状況」１００％ 4 保護者ア「学校満足度」肯定的意見９０％以上

3 教職員ア「服務研修への取組状況」９０％以上 3 保護者ア「学校満足度」肯定的意見８０％以上

2 教職員ア「服務研修への取組状況」７０％以上 2 保護者ア「学校満足度」肯定的意見６０％以上

1 教職員ア「服務研修への取組状況」７０％以上以下 1 保護者ア「学校満足度」肯定的意見６０％未満

4 教員ア「安全対策への取組」肯定的意見９０％以上 4 保ア「安全対策」肯定的意見８５％以上

3 教員ア「安全対策への取組」肯定的意見８５％以上 3 保ア「安全対策」肯定的意見８０％以上

2 教員ア「安全対策への取組」肯定的意見８０％以上 2 保ア「安全対策」肯定的意見７０％以上

1 教員ア「安全対策への取組」肯定的意見８０％未満 1 保ア「安全対策」肯定的意見７０％未満

4 HPの更新が平均して月に３回以上 4 学校評価アンケートにおける通知や連絡に係る肯定的評価回答100%

3 HPの更新が平均して月に２回以上 3 学校評価アンケートにおける通知や連絡に係る肯定的評価回答80%以上

2 HPの更新が平均して月に２回未満 2 学校評価アンケートにおける通知や連絡に係る肯定的評価回答60%以上

1 HPの更新が平均して月に１回未満 1 学校評価アンケートにおける通知や連絡に係る肯定的評価回答50%未満

4 地域教材・人材を活かした学習活動の実施が学年３回以上 4 学校評価アンケートにおける地域との連携に係る肯定的評価回答100%

3 地域教材・人材を活かした学習活動の実施が学年２回以上 3 学校評価アンケートにおける地域との連携に係る肯定的評価回答80%以上

2 地域教材・人材を活かした学習活動の実施が学年２回未満 2 学校評価アンケートにおける地域との連携に係る肯定的評価回答60%以上

1 地域教材・人材を活かした学習活動が学年で未実施 1 学校評価アンケートにおける地域との連携に係る肯定的評価回答50%未満

引き続き定期的な安全確認
をお願いします。

二寺小は、伝統的な取り組
みを長年続けていて良いと
思います。

保護者や地域の理解や協力を得
た教育活動を推進する。

・地域教材や地域人材を活かし
た学習活動を推進する。

3 3

各学年において、読書の読み
聞かせ、寺島なす、ビオトー
プ作り、稲作体験、がん教育
などゲストティーチャーを招
聘し授業を行ってきた。

次年度においても本物に触れ
る授業、地域人材を活用した
授業を年間計画に位置づけ計
画的に取り組んでいく。 B A

ＨＰは先生の負担とならな
いよう協力できるとよい。

毎月の安全点検を行い、校内
施設の環境安全に努めた。施
設に不備が生じたときは教育
委員会と連携し修繕を行っ
た。

安全第一を最重要事項に挙
げ、引き続き取り組む。

学校の情報を積極的に発信す
る。

・毎月の学校便りや学年便り等
での情報発信に加えて、HPを充
実させる。

B B

A A

3

各種たより、コクー・ＨＰを
活用し情報発信を行った。HP
において、各学年の活動を掲
載できるように努力した。

引き続きＨＰやお便り、メー
ルを中心に最新の情報を届け
られるように努力する。

「チーム二寺小」として、組織
的な学校運営を推進する。

・経営会議、企画会を質的に充
実させ、計画的で組織的な提案
を行い、実施後は即時見直しを
次年度のために行う。

教員としての使命を自覚し副規
程を遵守する教員の資質向上を
図るとともに、教員としての使
命を自覚し服務規程を遵守す
る。

・教職員に服務事故を起こさな
いために服務事故防止研修を毎
月実施する。、

4 4

毎月の服務事故防止研修、そ
の他服務に関する情報を教員
に提示し、地域、保護者から
信頼していただけるよう取り
組んだ。

引き続き取り組んでいく服務
事故ゼロをめざしていく。

家
庭
・
地
域
連
携

学
校
の
管
理
運
営

3

学校には、適切な教育活動が行
える教育環境・設備等を整え
る。

・児童が安全で落ち着いて学校
生活を過ごすことができる環境
を整える。

4 4

3 3

毎週、主幹を含めた経営会議
を行い、毎月主任主幹会を開
くことで、職員から提案や意
見を取り入れてきた。また行
事後はすぐに反省を行った。

各種、分掌の進捗状況を確実
に把握していく。また反省を
生かした改善案を作成させる
ことで、よりよい学校運営に
つなげていく。 B A

A A

行事、活動の振り返りは大
事です。ただ先生方もあま
り根詰めないようにしてい
ただきたい。

服務事故０を目指す姿勢や
努力は素晴らしい。
児童が被害者となる事故が
起きないよう今後もお願い
します。

〇令和７年度 学校経営報告のまとめ（総括）

今年度は、学校の教育目標の重点を「思いやりがあり助け合う子」として一年間経営してきた。その中で、運動会の６年ぶりの開催について保

護者・地域の方からは、肯定的なご意見を多くいただくと共に、児童においても行事への期待感や達成感により自己肯定感の高まりが見られた。

年度末の保護者・地域の方からの学校評価アンケートでは、各項目の肯定的評価が９割近くあり、一定の評価をいただいたと感じている。また学

校運営連絡協議会では、学校の取組と教職員の働き方を気遣う労いの言葉を頂戴し、その温かいご支援に深く感謝しているところである。今後と

も保護者、地域と連携した学校経営に取り組んでいきたい。


